
2025年3月期 第3四半期 決算説明会

三菱電機株式会社

2025/2/4

本日は、弊社の決算発表説明会へご参加いただきありがとうございます。
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今回のポイント

（*1） 3Q ： 第３四半期（10-12月）
（*2） 営業利益約240億円、持分法投資に関する時価評価影響約50億円、税引前当期純利益への影響約290億円

 24年度3Q (*1)は、売上高 1兆3,567億円（前年同期比 +1,128億円）、営業利益 1,268億円（前年同期比 +403億円）

 為替円安影響に加え、インフラやライフの増、MDロジス株式会社の一部株式譲渡影響(*2)などにより、売上高、営業利益

ともに3Qとして過去最高を更新。

 受注時における契約条件の改善など、インフラの収益性改善施策は順調に進捗。

 24年度の業績見通しは、売上高 5兆4,000億円（前回見通し比 +100億円）、営業利益 4,000億円（前回見通しを変更しない）

 為替条件の円安への見直しなどにより、売上高は上方修正。

 各事業で継続している収益性・効率性改善に向けた取り組みを着実に推進していく。

 フリー・キャッシュ・フローは、24年度3Q累計で前年同期比+1,742億円改善

今回のご説明のポイントとなります。

24年度第3四半期、ご説明の中ではこの後3Qと申し上げますが、業績についてのご説明です。円安の
影響に加え、インフラ部門、ライフ部門での売上増、各事業で継続している収益性・効率性改善の取組み
の成果などにより、売上高1兆3,567億円、営業利益1,268億円となり、売上高、営業利益ともに3Q
としての過去最高を更新いたしました。

営業利益にはMDロジス株式会社の株式譲渡益が含まれておりますが、それを除いても過去最高値と
いうことになります。

また、3Qまでの累計９か月間でも、売上高、営業利益ともに過去最高を更新しております。

24年度通期の業績見通しは、売上高5兆4,000億円と前回予想比で100億円の増、営業利益は前回
予想どおりの4,000億円とします。

収益性・効率性向上の取組みを継続し、業績を確保してまいります。
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24年度 第3四半期 実績2
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前年同期比24年度3Q23年度3Q
単位：億円

109%+1,12813,56712,439売上高

147%+4031,268864営業利益

-+2.4pt9.4%7.0%営業利益率

188%+7861,678892税引前当期純利益

197%+6351,294658親会社株主に帰属する当期純利益

154円146円米ドル
164円159円ユーロ
21.3円20.3円人民元

連結決算概況 (3Q)

当社グループの3Q３か月間の業績です。売上高は、前年同期比+1,128億円の1兆3,567億円、23
年度3Qを上回り過去最高を更新いたしました。

営業利益は、前年同期比＋403億円の1,268億円、23年度3Qを上回り過去最高を更新、営業利益
率は前年同期比2.4ポイント改善、過去最高値となる9.4％となりました。

この営業利益にはMDロジスの株式譲渡益約240億円が含まれております。譲渡益を除いた営業利益
率は前年同期比+0.6ポイント改善の7.6%となります。

なお、税引前当期純利益にはMDロジス株式会社の株式譲渡に伴う持分法利益約50億円が含まれて
おります。3Qとしての税引前当期純利益、当期純利益とも過去最高値を更新しております。
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前年同期比
24年度
3Q累計

23年度
3Q累計

単位：億円

106%+2,17940,00337,824売上高

137%+8123,0352,223営業利益

-+1.7pt7.6%5.9%営業利益率

138%+9563,4462,490税引前当期純利益

133%+6192,4801,860親会社株主に帰属する当期純利益

153円144円米ドル
165円156円ユーロ
21.3円20.0円人民元

連結決算概況 (3Q累計)

このページは3Q累計９か月間の業績です。売上高4兆３億円、営業利益3,035億円、営業利益率
7.6%ともに3Q累計としての過去最高を更新しております。
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売上高・営業利益の変動内訳 (3Q)

売上高

営業利益

単位：億円

+270

+858

12,439

13,567

23年度3Q 為替影響 規模変動等 24年度3Q

+インフラ

+ライフ

△インダストリー・モビリティ 他

+70

+334

864

1,268

23年度3Q 為替影響 規模変動等 24年度3Q

+MDロジス株式 一部譲渡

+規模・構成変動等

△コスト・費用 他

先ほどご説明を申し上げた3Q３か月間の売上高、営業利益の変動内容ですが、為替の影響は、270億
円の増収、70億円の増益効果です。

規模変動等による営業利益の増334億円には、MDロジス株式会社の株式譲渡益約240億円が含ま
れています。

それ以外では部材や物流費などのコストアップによる悪化が約100億円、加えてFAシステム事業のウ
エイト減などの構成悪化がある一方で、収益性改善努力により、為替、MDロジス株式会社の株式譲渡
益を除いても前年同期比営業利益増となりました。

事業部門別にはインダストリー・モビリティ部門が前年同期比で減収減益となっていますが、インフラ部
門、ライフ部門、セミコンダクター・デバイス部門などの収益性・効率性改善の努力がこれを補う形と
なっています。
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売上高・営業利益の変動内訳 (3Q累計)

売上高

営業利益

単位：億円

+1,110
+1,069

37,824

40,003

23年度
3Q累計

為替影響 規模変動等 24年度
3Q累計

+310

+502

2,223

3,035

23年度
3Q累計

為替影響 規模変動等 24年度
3Q累計

+インフラ

+ライフ

△インダストリー・モビリティ 他

+価格改善

+MDロジス株式 一部譲渡

+規模・構成変動等

△コスト・費用 他

同様に3Q累計9か月間の売上高、営業利益の変動内容ですが、為替の影響は、1,110億円の増収、
310億円の増益効果です。部材や物流費のコストアップを価格改善やほかの損益改善努力で補う形と
なっています。
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連結損益計算書 (3Q)

前年同期比24年度3Q23年度3Q単位：億円

+1,128100.0%13,567100.0%12,439売上高

+71669.2%9,38269.7%8,665売上原価

+24023.3%3,16123.5%2,921販売費及び一般管理費

+2321.9%2440.2%12その他の損益 （△損失）

+4039.4%1,2687.0%864営業利益

+2971.9%257△0.4%△ 39金融収益・費用（△費用）

+851.1%1520.6%67持分法による投資利益

+78612.4%1,6787.2%892税引前当期純利益

+1102.4%3211.7%210法人所得税費用

+67610.0%1,3575.5%681当期純利益

+6359.5%1,2945.3%658親会社株主に帰属する当期純利益

3Ｑ3か月間の連結損益計算書となります。

売上原価率は前年同期比で0.5ポイント改善。インダストリー・モビリティ部門の悪化をそれ以外のセグ
メントの改善で補う形となっております。

販売費及び一般管理費は前年同期比240億円の増、為替円安の影響による円貨換算での増約50億
円に加え、人的費用や研究開発費の投入増等の要因によるものです。

その他の損益はMDロジスの株式譲渡益約240億円により前年同期比232億円増。

金融収益・費用はほとんどが為替差損益の影響による改善です。

持分法による投資利益の改善85億円には、MDロジスの持分投資に関する時価評価影響約50億円を
含んでいます。

10頁に3Q累計9か月間の連結損益計算書を掲載しておりますのでご確認ください。
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連結損益計算書 (3Q累計)

前年同期比24年度3Q累計23年度3Q累計単位：億円

+2,179100.0%40,003100.0%37,824売上高

+1,03069.3%27,71070.5%26,679売上原価

+59323.8%9,51423.6%8,920販売費及び一般管理費

+2570.7%256△0.0%△0その他の損益 （△損失）

+8127.6%3,0355.9%2,223営業利益

+580.3%1140.1%56金融収益・費用（△費用）

+850.7%2960.6%210持分法による投資利益

+9568.6%3,4466.6%2,490税引前当期純利益

+2421.9%7681.4%526法人所得税費用

+7146.7%2,6785.2%1,964当期純利益

+6196.2%2,4804.9%1,860親会社株主に帰属する当期純利益
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連結財政状態計算書

 資産は、前年度末比+674億円増加。うち、棚卸資産は、個産系事業での受注工事進捗による増加等により、前年度末比+822億円増加。

 資本は、前年度末比+1,771億円増加。うち、親会社株主に帰属する持分は、株主への配当△1,043億円、自己株式の取得△312億円に
よる減少はあるも、当期純利益+2,480億円の計上等により、前年度末比+1,709億円増加。

前年度末比24年度3Q末23年度末単位：億円

+67462,34861,673資産 計

△3147,3397,653現金及び現金同等物

△79713,28714,085売上債権・契約資産

+82213,35612,534棚卸資産

+1409,7669,626有形固定資産

△1,09621,91223,009負債 計

△52,4072,412社債・借入金（リース負債除く）

0.0pt3.9%3.9%借入金比率

+1,77140,43538,664資本 計

+1,70939,10337,393親会社株主に帰属する持分

+2.1pt62.7%60.6%親会社株主帰属持分比率

連結財政状態計算書を説明します。

まず資産の部ですが、前年度末比674億円の増加です。

棚卸資産は822億円増加しました。為替の影響による円貨換算での増がプラス234億円ありますので
実質588億円の増加です。

個産系事業では工事進捗により棚卸資産が増加していますが、量産系事業では空調・家電事業をはじ
めとしてＦＡシステム事業、セミコンダクター・デバイス部門で残高が前年度末比で減少しています。

棚卸資産は前年同期比でも、残高が27億円減、為替の影響による円貨換算での増495億円を除くと
522億円の減少となり、量産系事業を中心に棚卸資産残高の適正化が進んでおります。

資本は前年度末比1,771億円増加。このうち、親会社株主に帰属する持分は、株主への配当や自己株
式の取得などによる減少もありましたが、当期純利益2,480億円による増加が大きく、前年度末比
1,709億円増加の3兆9,103億円となりました。総資産に対する親会社株主に帰属する持分の比率は
前年度末比2.1ポイント上昇の62.7％となりました。
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連結キャッシュ・フロー計算書 (3Q累計)

 営業キャッシュ・フローは、当期純利益の増加+714億円、買入債務の支払減少+703億円を主因に、前年同期比+1,091億円。

 投資キャッシュ・フローは、MDロジス株式の売却収入+409億円を主因に、前年同期比+650億円。

前年同期比24年度3Q累計23年度3Q累計単位：億円

+1,0913,0811,989営業活動によるキャッシュ・フロー

+650△ 1,339△ 1,990投資活動によるキャッシュ・フロー

+1,7421,7410フリー・キャッシュ・フロー

△1,986△ 2,207△ 220財務活動によるキャッシュ・フロー

+8837,3396,456現金及び現金同等物の期末残高

3Q累計９か月間の連結キャッシュ・フローの状況です。

営業活動によるキャッシュ・フローは、当期純利益の計上や買入債務の支払い減少により、前年同期比
1,091億円の収入増加となる3,081億円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、今年度MDロジスの株式譲渡があったことから、前年同期比
650億円支出減少の1,339億円の支出となりました。

その結果、フリー・キャッシュ・フローは前年同期比1,742億円増加の1,741億円の収入となりました。
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売上高・営業利益のセグメント別増減 (3Q)

売上高

営業利益

（注）24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

+206

△218

+184 +13 +5

+238

△26

864

1,268

23年度3Q インフラ インダストリー・
モビリティ

ライフ ビジネス・
プラットフォーム

セミコンダクター・
デバイス

その他 消去他 24年度3Q

単位：億円

+658

△220

+673 +17

△19 △64

+83

12,439

13,567

23年度3Q インフラ インダストリー・
モビリティ

ライフ ビジネス・
プラットフォーム

セミコンダクター・
デバイス

その他 消去他 24年度3Q

ここから、セグメント別の売上高と営業利益の状況を説明します。

3Q３か月間ではインフラ、ライフ、ビジネス・プラットフォームで前年同期比増収増益になる一方、イン
ダストリー・モビリティは減収減益となりました。セミコンダクター・デバイスは減収増益です。次のペー
ジの３Q累計９か月間も同様の状況です。

15頁からセグメントごとの詳細のご説明をいたしますが、各サブセグメント別の数値の一覧は23頁、
24頁の補足情報に開示しております。
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売上高・営業利益のセグメント別増減 (3Q累計)

売上高

営業利益

（注）24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

+462

△280

+439 +19 +73

+224

△126

2,223

3,035

23年度
3Q累計

インフラ インダストリー・
モビリティ

ライフ ビジネス・
プラットフォーム

セミコンダクター・
デバイス

その他 消去他 24年度
3Q累計

単位：億円

+1,383

△539

+1,194 +42
△2

+186

△87

37,824

40,003

23年度
3Q累計

インフラ インダストリー・
モビリティ

ライフ ビジネス・
プラットフォーム

セミコンダクター・
デバイス

その他 消去他 24年度
3Q累計
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営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)
インフラ

10.2%(+6.0pt)305(+206)2,993(+658)

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

社会システム

9.6%(+6.5pt)103(+74)1,077(+127)

 事業環境は、国内の公共分野における設備投資が堅調に推移した。

 受注高は国内の交通事業や公共事業の増加などにより前年同期を上回り、売上高は海外向
けUPS(*)事業、国内外の交通事業、国内の公共事業の増加などにより前年同期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加や売上案件の変動などにより前年同期比増益。

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

電力システム

9.2%(+1.3pt)87(+22)956(+131)

 事業環境は、再生可能エネルギーの拡大や、データセンターの増設に伴う電力安定化の需要
などが堅調に推移した。

 受注高は海外の電力流通事業や発電事業の増加などにより前年同期を上回り、売上高は海
外の電力流通事業の増加などにより前年同期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加などにより前年同期比増益。

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

防衛・宇宙システム

12.0%(+11.1pt)114(+109)959(+400)

 事業環境は、政府関連予算の増加などにより防衛・宇宙分野における需要が堅調に推移した。

 防衛システム事業・宇宙システム事業の大口案件の増加により、受注高・売上高ともに前年同
期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加や売上案件の変動などにより前年同期比増益。

（*） UPS：Uninterruptible Power Supply / 無停電電源装置
（注） 24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

セグメント別実績 (3Q) ： インフラ

単位：億円

売上高 営業利益

まずインフラ部門です。部門全体、さらに３つのサブセグメントも3Q３か月間で前年同期比増収増益で
す。

社会システム事業は、海外データセンター向けUPS事業の好調に加え、国内外の交通事業、国内の公共
事業を中心に堅調に推移、受注高、売上高、営業利益ともに前年同期を上回りました。特に３Ｑは好採
算の案件が多かったことなど売上案件の変動影響により営業利益率が大幅に改善しました。

電力システム事業では、海外を中心に再生可能エネルギーの拡大やデータセンターの増設に伴う電力
安定化の需要が堅調に推移、収益性改善の取組みの効果もあり、受注高、売上高、営業利益ともに前年
同期を上回りました。

防衛・宇宙システム事業は宇宙、防衛ともに受注高、売上高、営業利益が前年同期を上回りました。特に
3Qは宇宙分野の高難度開発案件の悪化収束や防衛分野での契約条件改善後の工事進捗増加など売
上案件の変動影響により、営業利益率は大幅に改善しました。3Qの営業利益率については売上案件の
変動などの一時的な要因がありこのままの水準で持続はしませんが、受注高は前年同期比で増加し、
年間でも大幅増を見込んでいます。今後も確実な売上高、営業利益の増加が見込まれます。
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営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)インダストリー・
モビリティ 5.1%(△4.8pt)206(△218)4,070(△220)

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

FAシステム

7.7%(△5.2pt)141(△95)1,825(△7)

 事業環境は、リチウムイオンバッテリーなどの脱炭素関連分野での需要停滞が継続したが、
中国におけるスマートフォン、工作機械関連の需要や、日本・中国・台湾におけるAI関連の半
導体などの設備投資需要が増加した。

 受注高はスマートフォン、AI関連の設備投資や工作機械関連需要の増加などにより前年同
期を上回り、売上高は前年同期並みとなった。

 営業利益は、売上構成の変動影響などにより前年同期比減益。

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

自動車機器

2.9%(△4.8pt)65(△123)2,244(△213)

 事業環境は、国内・欧州を除くほぼすべての地域で新車販売台数が前年同期を上回った。

 中国における日系自動車メーカーの販売減少による自動車用電装品の減少などにより、売
上高は前年同期を下回った。

 営業利益は、売上高の減少などにより前年同期比減益。

（注） 24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

セグメント別実績 (3Q) ： インダストリー・モビリティ

単位：億円

売上高 営業利益

インダストリー・モビリティ部門です。

FAシステム事業は、リチウムイオンバッテリーなどの脱炭素関連分野での投資の低調を見込んでおりま
したが、想定以上に厳しい状況が継続しています。一方でスマートフォンやAI関連の設備投資、工作機
械関連等一部の市場で需要増が継続しており、受注高は前年同期を上回り回復基調にありますが、当
初期待していたような好採算機種の需要回復には至らず、売上構成の変動影響などにより、3Q３か月
間で売上高は前年同期並み、営業利益は前年同期を下回りました。価格、コスト改善など引き続き業績
確保に向けた取組みを推進していきます。

自動車機器事業は、中国向け需要の減少に加えて、価格改善反映時期の変動影響などにより、3Q3か
月間で売上高、営業利益ともに前年同期を下回りました。なお、価格改善については、前年度は交渉の
結果、３Ｑに大きな改善効果がありましたが今年度は交渉継続中のお客様が多い状況です。4Qでの決
着に向けて、引き続き交渉を進めてまいります。
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営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)
ライフ

7.4%(+2.9pt)399(+184)5,396(+673)

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

ビルシステム

9.4%(△0.2pt)159(+7)1,689(+102)

 事業環境は、需要回復の動きが国内外で継続した。

 受注高は国内のリニューアル事業やアジア（除く中国）の増加などにより前年同期を上回り、
売上高は円安の影響や、アジア（除く中国）・国内向けの増加などにより前年同期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加などにより前年同期比増益。

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

空調・家電

6.5%(+4.5pt)239(+176)3,707(+571)

 事業環境は、欧州では空調機器の需要停滞が継続したが、アジアや冷媒規制の変更に伴う
駆け込み需要があった北米を中心に空調機器の需要が堅調に推移した。

 円安の影響や価格改善の効果に加え、北米・アジア・国内向け空調機器の増加などにより、
売上高は前年同期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加などにより前年同期比増益。

（注） 24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

セグメント別実績 (3Q) ： ライフ

単位：億円

売上高 営業利益

ライフ部門です。

ビルシステム事業は、中国を除くアジア、国内を中心に、3Q３か月間で受注高、売上高、営業利益とも
前年同期を上回りました。

空調・家電事業は、欧州市場の需要が低調であった一方、冷媒の転換に伴い旧冷媒品の需要が強く北
米で売上増、アジアや国内でも需要が堅調、3Q３か月間で売上高、営業利益ともに前年同期を上回り
ました。
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営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

ビジネス・
プラットフォーム

8.4%(+4.1pt)27(+13)322(+17)

 事業環境は、レガシーシステムの更新やデジタルトランスフォーメーション導入関連の需要が
堅調に推移した。

 システムインテグレーション事業、ITインフラサービス事業の増加などにより、受注高・売上
高ともに前年同期を上回った。

 営業利益は、売上高の増加や売上案件の変動などにより前年同期比増益。

営業利益率(前年同期比)営業利益(前年同期比)売上高(前年同期比)

セミコンダクター・
デバイス

12.5%(+1.2pt)84(+5)678(△19)

 事業環境は、パワー半導体の需要が停滞したが、通信用光デバイスの需要が堅調に推移した。

 受注高は通信用光デバイスの増加などにより前年同期を上回ったが、売上高は産業向けパ
ワー半導体の減少などにより前年同期を下回った。

 営業利益は、売上構成の変動影響などにより前年同期比増益。

（注） 24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

セグメント別実績 (3Q) ：ビジネス・プラットフォーム/セミコンダクター・デバイス

単位：億円

売上高 営業利益

ビジネス・プラットフォーム部門は、需要が堅調に推移、受注高、売上高、営業利益ともに3Q３か月間で
前年同期を上回りました。

セミコンダクター・デバイス部門は、自動車電動化需要の停滞、中国空調市場の停滞、ＦＡ需要の停滞な
どパワー半導体の主要市場の需要が停滞する一方で、通信用光デバイスの需要が堅調に推移しました。
売上高は3Q３か月間で前年同期比減収となる一方、営業利益は売上構成の変動影響などにより3Q３
か月間で前年同期を上回りました。
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その他

2%

欧州

12%

アジア

（除く中国）

12%

中国

10%

北米

14%

日本

50%
海外

50%

向先地域別売上高 (3Q)

前年同期比
24年度

3Q
23年度

3Q単位：億円

109%+5766,7596,182日本

109%+5516,8076,256海外

122%+3541,9691,614北米

108%+1021,3371,235中国

107%+1061,5941,487アジア（除く中国）

97%△551,6111,667欧州

117%+43294251その他

109%+1,12813,56712,439連結合計

連結
合計

24年度3Q

FAシステム

空調・家電

3Q３か月間での向先地域別売上高です。

海外向けの売上高については、地域や分野によっては需要の減少も見られましたが、為替円安の影響
もあり前年同期比+551億円、109%の6,807億円となりました。一方で日本向けが前年同期比
109%と576億円の増収となり、連結売上高に占める海外売上高比率は前年同期を下回る50.2%と
なりました。
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24年度 業績見通し3
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24年度 業績見通し

（*1）前回 ： 2024年10月31日
（*2）1円変動（人民元は0.1円）による影響

想定 為替感応度（*2） （年間）24年度
見通し
4Q

24年度
前回見通し（*1）

3Q以降
23年度

営業利益売上高

売上高の約1/4約50億円155円150円145円米ドル

為替レート 売上高の約1/3約40億円160円160円158円ユーロ

売上高の約1/3約25億円21.0円20.5円20.2円人民元

変動内訳
(前回見通し比)

前回見通し比前年度比
24年度
見通し

24年度
前回見通し（*1）23年度

単位：億円

・為替影響 + 330
・規模変動等 △230+100103%54,00053,90052,579売上高

・為替影響 +90
・規模・構成変動等 △90－122%4,0004,0003,285営業利益

－+1.2pt7.4%7.4%6.2%営業利益率

－118%4,3004,3003,658税引前当期純利益

－111%3,1503,1502,849親会社株主に帰属する当期純利益

24年度の通期業績見通しです。

売上高は前回公表の見通しに対して100億円増の5兆4,000億円、営業利益は前回公表の見通しど
おりの4,000億円と見込みます。

今回業績見通しのセグメント別売上高、営業利益は25頁の補足情報で開示しています。

FAシステム事業については一部の分野で需要回復が続いているものの、特に当社グループの収益性
の高い中大型コントローラ、サーボの需要については年度内低調が続く見込みと見直しました。

一方で防衛・宇宙システム事業、セミコンダクター・デバイス部門で足元の状況を踏まえて業績見通しを
上方修正しております。

私からのご説明は以上でございます。
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補足情報4
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部門別売上高・営業損益 (3Q)

（注）24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

前年同期比24年度3Q23年度3Q

単位：億円
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高

+6.0pt+206+65810.2%3052,9934.2%992,335インフラ

+6.5pt+74+1279.6%1031,0773.1%29950社会システム

+1.3pt+22+1319.2%879567.9%65825電力システム

+11.1pt+109+40012.0%1149590.9%5559防衛・宇宙システム

△4.8pt△218△2205.1%2064,0709.9%4254,290インダストリー・モビリティ

△5.2pt△95△77.7%1411,82512.9%2361,833FAシステム

△4.8pt△123△2132.9%652,2447.7%1892,457自動車機器

+2.9pt+184+6737.4%3995,3964.5%2144,722ライフ

△0.2pt+7+1029.4%1591,6899.6%1511,587ビルシステム

+4.5pt+176+5716.5%2393,7072.0%623,135空調・家電

+4.1pt+13+178.4%273224.3%13305ビジネス・プラットフォーム

+1.2pt+5△1912.5%8467811.3%79698セミコンダクター・デバイス

+12.0pt+238△6415.8%3162,0063.8%782,070その他

-△26+83-△ 71△ 1,900-△ 45△ 1,984消去又は全社

+2.4pt+403+1,1289.4%1,26813,5677.0%86412,439連結合計
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部門別売上高・営業損益 (3Q累計)

（注）24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報についても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

前年同期比24年度3Q累計23年度3Q累計

単位：億円
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高

+5.8pt+462+1,3836.0%4767,9810.2%146,597インフラ

+4.9pt+140+2273.8%1102,892△1.1%△ 292,665社会システム

+3.6pt+114+4127.1%1972,7693.5%822,357電力システム

+9.7pt+207+7447.3%1692,319△2.4%△ 381,575防衛・宇宙システム

△2.0pt△280△5395.3%64712,1897.3%92712,728インダストリー・モビリティ

△6.1pt△384△4547.0%3765,34113.1%7605,796FAシステム

+1.6pt+103△844.0%2716,8472.4%1676,932自動車機器

+2.2pt+439+1,1948.5%1,39616,3896.3%95715,194ライフ

+1.9pt+111+3268.0%3894,8786.1%2784,551ビルシステム

+2.3pt+327+8678.7%1,00611,5116.4%67910,643空調・家電

+1.7pt+19+426.9%691,0065.2%49963ビジネス・プラットフォーム

+3.5pt+73△214.9%3182,14011.4%2442,143セミコンダクター・デバイス

+3.4pt+224+1866.8%4316,3423.4%2066,156その他

-△126△87-△ 303△ 6,048-△ 177△ 5,961消去又は全社

+1.7pt+812+2,1797.6%3,03540,0035.9%2,22337,824連結合計
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部門別売上高・営業損益 （業績見通し）

（*）前回 ： 2024年10月31日
（注）24年度より、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、全社の収益及び費用の配賦方法を変更しております。なお、23年度のセグメント情報及び24年度前回見通しについても、この変更を反映したものに組み替えて表示しています。

前回見通し比前年度比24年度見通し24年度前回見通し（*）23年度

単位：億円
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高
営業

利益率
営業
利益

売上高

+0.9pt+100-+2.9pt+368+1,1335.9%68011,5005.0%58011,5003.0%31110,366インフラ

---+2.3pt+110+1865.1%2304,5005.1%2304,5002.8%1194,313社会システム

---+1.4pt+57+1376.7%2403,6006.7%2403,6005.3%1823,462電力システム

+3.0pt+100-+5.8pt+199+8106.2%2103,4003.2%1103,4000.4%102,589防衛・宇宙システム

△1.1pt△180+100△1.2pt△238△5065.7%95016,6006.8%1,13016,5006.9%1,18817,106インダストリー・モビリティ

△2.7pt△180+100△4.3pt△359△4647.2%5207,2009.9%7007,10011.5%8797,664FAシステム

---+1.3pt+120△414.6%4309,4004.6%4309,4003.3%3099,441自動車機器

---+2.3pt+542+1,0777.9%1,70021,6007.9%1,70021,6005.6%1,15720,522ライフ

△0.2pt-+100+2.6pt+186+2447.8%5106,5008.0%5106,4005.2%3236,255ビルシステム

+0.1pt-△100+2.1pt+356+8327.9%1,19015,1007.8%1,19015,2005.8%83314,267空調・家電

---+1.3pt+22+796.7%1001,5006.7%1001,5005.4%771,420ビジネス・プラットフォーム

+1.7pt+50-+3.4pt+111+10113.7%4103,00012.0%3603,00010.3%2982,898セミコンダクター・デバイス

---+3.0pt+230△4356.6%5308,0006.6%5308,0003.6%2998,435その他

-+30--△322△29-△ 370△ 8,200-△ 400△ 8,200-△ 47△ 8,170消去又は全社

--+100+1.2pt+714+1,4207.4%4,00054,0007.4%4,00053,9006.2%3,28552,579連結合計
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量産系事業の受注推移

（注）量産系事業のうち自動車機器事業、空調・家電事業については、受注生産形態をとらない製品が多く、 受注推移を示していません。

24年度23年度

3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

+33%+15%+8%△19%△28%△35%△43%YoY
（前年同期比）

FAシステム

+2%+5%+7%+18%△13%△1%△21%QoQ
（前四半期比）

+29%△24%△13%+21%△3%+48%△10%YoY
（前年同期比）

セミコンダクター・デバイス

+10%△1%△16%+39%△35%+14%+17%QoQ
（前四半期比）
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本資料に記載されている三菱電機グループの業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点において合理的と判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は見通しと大きく異なることがあり得ます。

なお、業績等に影響を及ぼす可能性がある要因のうち、主なものは以下のとおりですが、新たな要因が発生する可能性もあります。

① 世界の経済状況・社会情勢及び規制や税制等各種法規の動向

② 為替相場

③ 株式相場

④ 資金調達環境

⑤ 製品需給状況及び部材調達環境

⑥ 重要な特許の成立及び実施許諾並びに特許関連の係争等

⑦ 訴訟その他の法的手続き

⑧ 製品やサービスの品質・欠陥や瑕疵等に関する問題

⑨ 地球環境（気候関連対応等）等に関連する法規・規制や問題

⑩ 人権に関連する法規・規制や問題

⑪ 急激な技術革新や、新技術を用いた製品の開発、製造及び市場投入時期

⑫ 事業構造改革

⑬ 情報セキュリティ

⑭ 地震・津波・台風・火山噴火・火災等の大規模災害

⑮ 地政学的リスクの高まり、戦争・紛争・テロ等による社会・経済・政治的混乱

⑯ 感染症の流行等による社会・経済・政治的混乱

⑰ 当社役員・大株主・関係会社等に関する重要事項
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